
令和元年度「第 3 回ケアラーサポーター育成研修」開催報告 

地域に学び、地域でささえる～ケアラーを孤立させないために～ 

 

【日時】令和元年 7 月 17 日（水）16：20～19：00  
【場所】グローバル教育・学生支援棟 3 階 G-38 教室 

（長崎大学文教キャンパス） 

【講師】冨岡 郁雄 氏 

（NPO 法人日本ソーシャルコーチ協会 代表理事） 

 

令和元年 7 月 17 日（水）、長崎大学文教キャンパスグローバル

教育・学生支援棟にて、「第 3 回ケアラーサポーター育成研修」を開催いたしました。当日は、学

内外から 95 名の参加がありました。 

 

講義及び演習  傾聴から学ぶ人生の選択 「聴き上手により人生の 80％は成功する」 
先月に引き続き、今年度 2 回目傾聴セミナー実践編を冨岡先生に実施していただきました。演

習を交えた講義は、あっという間の 2 時間 30 分でした。実践編では、傾聴技術を「姿勢」「共感」

「受容」「信頼」「選択」に分けて詳しく話されました。ハーバード大学が 75 年以上かけて解明した

“幸せな人生”を送るための秘訣について「よい人間関係が幸せと健康の秘訣だった」と説明し、

人の行動が他人に及ぼす影響として、言語は 7％であり、93％は非言語情報であること、言語だ

けでなく聴覚や視覚等の情報が他人に影響を及ぼしていることを話されました。相手を見る時も、

言葉だけではなく、相手の全体を見ることが重要である。同じことを聴いても捉え方は様々であり、

心情は出来事ではなく捉え方に反応している。 
2 人組、4 人組になり、実践を交えながら話され、参加者は身をもって体験し感じて学びを深め

ました。また、“幸せ”はなるものではなく感じるものである。小さなことにも幸せを感じること、ささ

やかな喜びを見出していくことが大事であり、自分が幸せで満たされていないと、相手に幸せを

あげることはできないと話されました。 
最後に、ボランティアは、他人のためではなく、自分のために始めること、自己の価値観や幸

せ心度等、自分自身を知り理解することも大事であるという言葉で締めくくりました。 

 

写真 1 冨岡 郁雄氏               写真 2 講義の様子 

参加者の半数以上が本学学生でした。みなさんの積極的な参加姿勢と、多くの笑顔が印象的



でした。 

 

第 3 回ケアラーサポーター育成研修には、多くのみなさまにご参加いただきました。センタース

タッフ一同、心よりお礼申し上げます。アンケートでは「今日の講話も自然と入り込んで聞き入っ

た感じでした。「幸せはなるものではなく感じるもの」がすごく心に残りました」「普段考えることの

ない人との関わり方について学ぶ良い機会を与えてくださりありがとうございました」「これから多

くの選択をしていかなくてはならないうえで、やったことで後悔をすることは少ないということは大

切な言葉になりました。コミュニケーション能力を高めるため理解能力を深めたいと思いました」

など、感動や学びを深められたとの言葉が多く寄せられました。アンケートへご協力いただきまし

たみなさま、ありがとうございました。 

長崎大学ダイバーシティ推進センターは、今後も引続きケアラーサポーター育成研修を開催し

ます。今後ますます介護の課題を抱える人が増加することが確実視されているなか、介護者が

孤立することなく介護者も要介護者も共に社会参加ができるよう、地域のみなさまとともに取り組

んでまいります。 

 


